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(57)【要約】
【課題】  使用している特定の場所に合わせて容易にカ
スタマイズできる音声メッセージ伝達システムを備えた
患者モニタを提供する。
【解決手段】  患者モニタ（１０）はメモリ（３７）に
記憶された複数の音声メッセージを有する。モニタが、
患者（１４）の通常の生理学的特性ような警報状態の生
起を検出したとき、その状態に関連した音声警報メッセ
ージが拡声器（４０）を介して再生される。患者モニタ
（１０）を世界中で使用できるようにするために、最終
使用者は各々の予め記録されている音声警報メッセージ
を置換することができる。従って、最終使用者はモニタ
が使用されている場所で話されている現地の言語及び方
言で音声メッセージを記憶させることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  オーディオ・メッセージ伝達システムを
持つ患者モニタ（１０）であって、
患者の生理学的特性を検知し、所定の事象の生起を表す
制御信号を発生する回路（２４，２５，２６，２７，２
８）と、
オーディオ入力装置（３８）と、
拡声器（４０）と、
前記オーディオ入力装置に接続された入力、前記拡声器
に接続された出力、前記制御信号を受け取るために前記
記回路に接続された制御入力、及び所定の事象に関連し
たオーディオ・メッセージを記憶するためのメモリ（３
７）を含んでいるオーディオ処理装置（３６）であっ
て、第１のモードで、前記入力に第１の信号を受け取っ
て、該第１の信号を前記メモリに記憶させ、また第２の
モードで、前記制御信号を受け取ったことに応答して、
前記メモリから前記第１の信号を検索して、それを使用
して出力に信号を発生するオーディオ処理装置（３６）
と、を有する患者モニタ（１０）。
【請求項２】  前記オーディオ入力装置がマイクロフォ
ンで構成されている、請求項１記載の患者モニタ（１
０）。
【請求項３】  前記回路（２４，２５，２６，２７，２
８）に接続されたオペレータ・インターフェース（３
１）であって、制御パネル（３１）及び表示装置（３
３）を有するオペレータ・インターフェース（３１）を
更に含んでいる請求項１記載の患者モニタ（１０）。
【請求項４】  前記オーディオ処理装置（３６）に結合
された制御パネル（３１）であって、それによって当該
患者モニタ（１０）の使用者が前記第１及び第２のモー
ドの間を選択できるようにする制御パネル（３１）を更
に含んでいる、請求項１記載の患者モニタ（１０）。
【請求項５】  前記制御パネル（３１）は、前記メモリ
（３７）に前記第１の信号を記憶することを開始させる
ための使用者入力装置（３２）を含んでいる、請求項４
記載の患者モニタ（１０）。
【請求項６】  前記制御パネル（３１）は、前記メモリ
（３７）に前記第１の信号を記憶することを終了させる
ための使用者入力装置（３２）を含んでいる、請求項４
記載の患者モニタ（１０）。
【請求項７】  使用者によるセキュリティ・コードの入
力に応答したときのみオーディオ処理装置（３６）が前
記第１のモードの動作を行うことができるようにする機
構（５８）を更に含んでいる請求項１記載の患者モニタ
（１０）。
【請求項８】  前記生理学的特性が血圧、体温、血液酸
素飽和度、心臓の活動及び脳の活動よりなる群から選択
される、請求項１記載の患者モニタ（１０）。
【請求項９】  患者の生理学的特性を検知し、所定の事
象の生起を表す制御信号を発生する患者モニタ（１０）
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のためのオーディオ・メッセージ伝達システム（３６－
４０）であって、
オーディオ入力装置（３８）と、
拡声器（４０）と、
前記オーディオ入力装置（３８）に接続された入力、前
記拡声器（４０）に接続された出力、前記制御信号を受
け取るための制御入力、及び前記所定の事象に一つずつ
関連した複数の予め記録されたメッセージを記憶するメ
モリ（３７）を含んでいるオーディオ処理装置（３６）
であって、第１のモードで、使用者が前記複数の予め記
録されたメッセージのうちの少なくとも１つを、前記オ
ーディオ入力装置から受け取ったオーディオ信号と置換
させ、また第２のモードで、前記患者モニタから制御信
号を受け取ったことに応答して、前記メモリからメッセ
ージを検索して、それを使用して出力に信号を発生する
オーディオ処理装置（３６）と、を有するオーディオ・
メッセージ伝達システム（３６－４０）。
【請求項１０】  前記オーディオ入力装置（３８）がマ
イクロフォンで構成されている、請求項９記載のオーデ
ィオ・メッセージ伝達システム（３６－４０）。
【請求項１１】  前記オーディオ処理装置（３６）に結
合されたオペレータ・インターフェース（３１）であっ
て、制御パネル（３１）及び表示装置（３３）を有する
オペレータ・インターフェース（３１）を更に含んでい
る請求項９記載のオーディオ・メッセージ伝達システム
（３６－４０）。
【請求項１２】  前記患者モニタ（１０）の使用者が前
記第１及び第２のモードの間を選択できるようにする制
御パネル（３１）を更に含んでいる請求項９記載のオー
ディオ・メッセージ伝達システム（３６－４０）。
【請求項１３】  前記制御パネルは、使用者が前記複数
の予め記録されたメッセージのうちの置換すべき１つの
メッセージを選択できるようにする機構（３１）を提供
している、請求項９記載のオーディオ・メッセージ伝達
システム（３６－４０）。
【請求項１４】  患者（１４）の生理学的特性を検知す
る患者モニタ（１０）から警報メッセージを生成させる
方法であって、
（ａ）前記患者モニタの使用者が前記患者モニタに接続
されているマイクロフォン（３８）に向かって警報メッ
セージを話すステップと、
（ｂ）前記患者モニタに接続されているメモリ（３７）
に前記警報メッセージを記録するステップと、
（ｃ）所定の事象の生起に応答して制御信号を発生する
ステップと、
（ｄ）前記制御信号に応答して、前記メモリから警報メ
ッセージを検索するステップと、
（ｅ）前記検索した警報メッセージを用いて、拡声器
（４０）に印加される信号を発生するステップと、を含
んでいる当該方法。
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【請求項１５】  更に、パスワードを入力するステップ
と、該パスワードが有効なパスワードのデータベースと
の比較により有効か否か判定するステップと、該パスワ
ードが有効な場合、警報メッセージを記録可能にするス
テップとを含んでいる請求項１４記載の方法。
【請求項１６】  更に、前記ステップ（ａ）及び（ｂ）
を繰り返して複数の警報メッセージを記録するステップ
を含んでいる請求項１４記載の方法。
【請求項１７】  更に、特定の警報メッセージを記録す
べき前記メモリ（３７）内の場所を識別するステップを
含んでいる請求項１５記載の方法。
【請求項１８】  制御信号を受け取るステップが、前記
メモリ（３７）から検索すべき前記複数の警報メッセー
ジのうちの１つの識別情報を受け取ることを含む、請求
項１５記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は一般的には患者を監
視する装置に関するものであり、より具体的には音響警
報装置を含むこのような装置に関するものである。
【０００２】
【発明の背景】患者、特に集中治療設備に収容された患
者には、しばしば、患者が罹っている特定の病気に関連
する特有の生理学的活動を連続的に監視する装置が接続
される。例えば、心臓病の患者には心電計及び血圧モニ
タが接続されることがある。このようなモニタは、患者
に取り付けられたセンサを有し、該センサからの信号を
解析し、生理学的情報を医療従事者に対して表示する。
心電計の場合、心臓波形がグラフィック表示装置上に表
示されるか、又は紙に印刷される。血圧モニタでは、収
縮期血圧、拡張期血圧、及びその他の起こり得るパラメ
ータ、例えば、平均動脈血圧などを表示する数値表示装
置を有している。
【０００３】医療従事者が生理学的情報の表示を常に監
視することを要求するよりもむしろ、生理学的パラメー
タが特定の患者についての妥当な限界を超えた場合に備
えて音響警報装置が設けられることが多い。例えば、収
縮期血圧及び拡張期血圧を各パラメータについて閾値と
比較することができる。所与の閾値を超えたときに、モ
ニタ内の音響警報装置が作動されて、医療従事者に警告
する。また、異常な状態を表示するために表示灯も使用
される。また、携帯用装置についての電池の充電電圧の
低下や、センサが患者から外れたときに生じるようなセ
ンサ信号の喪失などの、監視装置の機能不全を表示する
ための警報装置も設けられる。
【０００４】このような音響警報装置は、典型的には、
監視している領域内の他の音と比べて聞こえることが出
来るように比較的大きな耳をつんざくような音を発生す
る。その結果、この音響警報装置は患者を動揺させるこ
とがあり、これは医学的状態によっては非常に望ましく
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ない。更に、警報装置がセンサのリードの抜け落ちなど
の比較的重大でない事象を表しているとき不必要に患者
が動揺させられることがある。
【０００５】更に、圧電警報器やブザーによって製作さ
れる音響警報装置を使用すると、警報装置に警報音を鳴
らさせる正確な状態についての表示が得られない。生理
学的パラメータの限界外への変化、電池の低下、センサ
の抜け落ちなどの多数の事象を表すために同じ警報器が
使用されることある。しかしながら、医療従事者は警報
音から警報状態の性質を判定することは出来ず、従っ
て、即時の応答が必要か否か、或いは警報状態を例えば
ナース・ステーションから遠隔に不作動にすることが出
来るか否か判定できない。
【０００６】警報状態の性質を表す音声メッセージを内
蔵し、且つこの事象中に動揺を防ぐように患者をなだめ
るメッセージを伝えることさえもするような警報機構を
提供することが提案されている。しかしながら、医療機
器を世界中で販売できるようにするためには、警報メッ
セージは医療機器が使用される国の言語で表現しなけれ
ばならない。もし医療従事者が母国語でない言語で記録
されたメッセージを理解できないとすると、その警報の
特徴は無益なものになる。そこで、所与の医療用モニタ
を製作する際には異なる言語及び様々な方言についての
モデルを必ず設けることが必要条件となる。しかし、こ
れは、独特の言語を持つ比較的小さな国の場合には特に
実行できない。更に、病院、診療所又は家庭環境におい
てモニタの用途が異なるので、同じ状態について異なる
メッセージ語句が必要になることもある。同じ言語を使
用する異なる医療設備が所与の医療事象を異なる語句で
表すこともある。
【０００７】従って、患者モニタの音声メッセージ伝達
システムを、その使用している特定の場所に合わせて容
易にカスタマイズできるようにすることが必要である。
【０００８】
【発明の概要】患者モニタはメモリに１つ又はそれ以上
のオーディオ・メッセージを記憶させている。患者モニ
タが患者の通常の生理学的特性ような所定の状態の生起
を検出したとき、その状態に関連したオーディオ・メッ
セージが拡声器を介して再生される。患者モニタを世界
中で使用できるようにするために、最終使用者は各々の
予め記録されているオーディオ・メッセージを置換する
ことが可能である。従って、最終使用者はモニタが使用
されている場所で話されている現地の言語及び方言で音
声メッセージを記憶させることができる。
【０００９】詳しく述べると、オーディオ・メッセージ
伝達システムを組み込んだ患者モニタは、患者の生理学
的特性を検知し、所定の事象の生起を表す制御信号を生
成する回路を有する。オーディオ入力装置、例えばマイ
クロホン、並びに拡声器が設けられる。オーディオ処理
装置がオーディオ入力装置に接続された入力、及び拡声
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器に接続された出力を有する。制御入力が制御信号を受
け取るために上記回路に接続される。事象に関連したオ
ーディオ・メッセージを記憶するためにメモリも含まれ
ている。オーディオ処理装置は、第１の動作モードで、
使用者によって生成された信号を入力で受け取って、メ
モリにオーディオ・メッセージとして記憶させる。第２
の動作モードで、オーディオ処理装置は、制御信号を受
け取ったことに応答して、メモリから記憶されたオーデ
ィオ・メッセージを検索して、出力に信号を発生する。
【００１０】
【発明の実施の形態】本発明を自動血圧測定装置に関連
して説明する。とはいえ、本発明が警報装置によって医
療従業者に警告することが望ましい広範な様々の種類の
患者モニタに適用できることは当然である。例えば、装
置には体温、血液の酸素飽和度レベル、心臓の活動、脳
の活動などのような患者の他の生理学的特性を検出する
ものがある。
【００１１】図１を参照して説明すると、自動血圧モニ
タ１０は、患者の腕１４に巻き付けた状態で図示されて
いる膨張可能なカフ（血圧計ベルト）１２を用いる。膨
張可能なカフ１２は可撓性の第１の管１８によってポン
プ１６に接続されている。第１の管はまた電動式減圧弁
２０及び保護用超過圧力スイッチ３４にも接続する。超
過圧力スイッチ３４はカフ１２に加えられた過大な圧力
に応動する。可撓性の第２の管１０がカフ１２を圧力ト
ランスデューサ２４に結合し、圧力トランスデューサ２
４はカフ内の圧力を表す電気信号を出力に生じる。
【００１２】圧力トランスデューサの出力は帯域通過フ
ィルタ２５に結合され、このフィルタ２５は増幅器２６
に接続されている。フィルタ２５及び増幅器２６は、ト
ランスデューサ２４によって生成された圧力信号の直流
成分を阻止し、且つ、以下に説明するように、血圧振動
を増幅するように設計されている。詳しく述べると、帯
域通過フィルタ２５は１～１０ヘルツの範囲内の周波数
成分を持つそれらの信号を通過させ、且つ他の周波数成
分を著しく阻止する。増幅器２６はフィルタ２５からの
低レベル信号を増大させる。増幅器２６からの出力信号
はカフ１２内の圧力の振動すなわち交流成分に対応す
る。これにより、カフの膨張圧力に起因するトランスデ
ューサ信号の成分が濾波されて除去される。圧力検知装
置及び方法は以前の血圧モニタで使用されており、当業
者にはよく知られている。
【００１３】増幅器２６の出力はマルチプレクサ２７の
一方の入力に接続され、マルチプレクサ２７の別の入力
には圧力トランスデューサ２４の出力が直接接続されて
いる。マルチプレクサ２７は２つの入力信号のうちの一
方を選択し、この信号は制御器２８のアナログ入力２９
に結合される。制御器２８は血圧モニタ１０の動作を統
制する。
【００１４】制御器２８はコンピュータ化したデバイス
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であって、通常のマイクロプロセッサと、血圧モニタ１
０の動作を制御するソフトウエア・プログラムを記憶す
ると共に該プログラムの実行に使用されるデータを記憶
するメモリとを含んでいる。入力及び出力回路が、制御
器２８を血圧モニタの他の構成部品に連絡させる。例え
ば、入力／出力ポートがオペレータ・インターフェース
３１に対して設けられている。オペレータ・インターフ
ェース３１は、複数のプッシュボタン・スイッチを備え
た制御パネル３２と、液晶表示装置又は陰極線管モニタ
ような表示装置３３とを有している。更に、マルチプレ
クサ２７の出力は制御器２８の内部のアナログ－ディジ
タル変換器の入力に接続されている。制御器の出力はカ
フ膨張用のポンプ１６を動作させるように接続されてい
る。
【００１５】制御器２８の別の出力がアンド（ＡＮＤ）
ゲート３０の一方の入力に結合されている。アンド・ゲ
ート３０はその別の入力が超過圧力スイッチ３４に接続
され、また出力が減圧弁２０を制御するように接続され
ている。カフ１２内に過大な圧力が生じた場合、超過圧
力スイッチ３４が開き、その結果生じるアンド・ゲート
の出力により減圧弁２０が開いて、カフ１２内のその過
大な圧力を解放する。
【００１６】血圧モニタ１０はまたオーディオ処理装置
３６を含んでおり、オーディオ処理装置３６は多数の市
販されている音声記録及び再生集積回路のうちのいずれ
でもよい。例えば、オーディオ処理装置３６は、米国カ
リフォルニア州サニーベイル所在のオキ・セミコンダク
タ社によって製造されているモデルＭＬ２５００ＢＴＡ
アナログ－記憶装置シングルチップ記録／再生ＬＳＩと
することができる。オーディオ処理装置３６は、マイク
ロフォン３８に接続されたオーディオ入力、及び拡声器
４０に接続されたオーディオ出力を有している。本書で
用いる用語「マイクロフォン」は音響信号を電気信号へ
変換する任意の装置を表し、また用語「拡声器」は電気
信号を音響信号へ変換する任意の装置を表すものとす
る。オーディオ処理装置３６は、以下に説明するよう
に、制御器２８によって個々にアドレス指定することの
できる複数の音声メッセージを記憶するための内部のラ
ンダム・アクセス・メモリ３７を有している。そこで、
オーディオ処理装置３６は制御器２８に接続されたアド
レス及び制御ピンを有する。患者モニタ用の従来の音声
合成モジュールと異なり、メッセージ記憶場所は、担当
の医療従事者によって理解される特定の言語で所望のメ
ッセージにより使用者によってプログラムすることがで
きる。
【００１７】血圧モニタ１０を組み立てるとき、製造者
はオーディオ処理装置３６を特定の言語、例えば英語
で、一組のデフォルトの警報メッセージによりプログラ
ムする。モニタの最終使用者はデフォルト・メッセージ
を使用するか、或いはメッセージを別の言語へ又は各警
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7
報状態を識別する他の語句へ変更するオプションを有す
る。オーディオ処理装置３６に記憶されたメッセージの
構成設定を変更する能力が血圧モニタ１０の最初の電源
投入時に使用者に提示される。その時、制御器２８はソ
フトウエア・プログラムの実行を開始させる。その初期
のステップを図２に示す。ステップ５０で、制御器２８
は動作モードのメイン・メニューが使用者に表示される
ように表示装置３３へ情報を送る。これらのモードの１
つはメッセージの変更に関するものである。プログラム
の実行は、ステップ５２で、使用者がコントロール・パ
ネルへメニュー選択を入力するのを待ち、次いでステッ
プ５４でそれが制御パネルによって解釈されて、使用者
が警報メッセージ変更モードを選択したか否か判定す
る。もし別のモードが選択された場合は、処理はステッ
プ６８へ分岐して、動作モードへ進む。
【００１８】使用者が警報メッセージを変更することを
希望しているとき、プログラムの実行はステップ５４か
らステップ５６へ分岐し、ステップ５６で使用者は制御
パネルにパスワードを入力するように要求される。これ
により、無許可の職員が警報メッセージを変更するのを
防止する。次いで、ステップ５８でこの入力が認証され
ると、このモードが更に進められる。
【００１９】メッセージの変更が許可されたとき、手順
はステップ６０へ進み、該ステップで、プログラムする
ことができる様々なメッセージの一覧を含む別のメニュ
ーが表示装置３３上に表示される。使用者は血圧モニタ
１０の操作マニュアルを参照して、製造者によってプロ
グラムされている警報メッセージの各々のデフォルトの
テキストを決定することができる。次いで、制御パネル
を使用して、ステップ６２でメニューの選択項目のうち
の１つを選択し、ステップ６４で使用者がメッセージ変
更モードへ出て行くことを選んでいるか判定する。メッ
セージ変更モードへ行かない場合は、処理はステップ７
０へ進む。
【００２０】ステップ７０で、使用者は、表示装置３３
上に示される質問文により、選択した警報についてのメ
ッセージが変更されるべきか否か質問される。変更すべ
き場合、ステップ７２で、使用者は新しいメッセージの
記録を開始するための制御パネル３２上のボタンを押す
ように催促される。その後のステップ７４で、オーディ
オ処理装置３６がマイクロフォン３８からのオーディオ
信号をディジタル化して記憶する。ディジタル化された
オーディオ・メッセージは処理装置のメモリ３７内の関
連した警報状態に割り当てられた場所に記憶される。こ
のようにして、使用者は、警報メッセージの各々を、装
置が使用される国の言語並びに特定の方言にカスタマイ
ズすることができる。使用者はまた、言語を変えない場
合でもメッセージのテキストを変更する機会も与えられ
る。新しいメッセージのテキストを話し終わった時、使
用者は制御パネル３２上のボタンを作動して、ステップ

8
７６でメッセージの記録を終了するように制御器に信号
を送る。
【００２１】これにより、手順はステップ６０に戻り、
該ステップで、使用者はメッセージ変更メニューから別
の項目を選択するように催促される。
【００２２】警報メッセージの構成設定後、血圧モニタ
はサービス状態に置かれる。患者の血圧の測定は、米国
特許第４３６００２９号に開示されているものと同様で
あり、その記載は引用によって取り入れるものとする。
【００２３】要約すると、患者の腕１４にカフ１２を巻
き付け、次いで、担当医員により制御パネル３２上のス
イッチを作動して、測定動作を開始させる。周期的に、
制御器２８が出力信号を発生し、該信号により減圧弁２
０を閉じ且つポンプ１６を作動してカフ１２を膨張させ
る。カフを膨張し続けているとき、制御器は、カフ１２
内の圧力を表す圧力トランスデューサ２４からの電気信
号を監視する。カフは、腕１４の血管内の血液の流れを
閉鎖すると分かっている所定の圧力まで膨張させられ
る。一旦この閉鎖圧力が得られたら、制御器２８は減圧
弁２０を閉じた状態に保持しながらポンプ１６の運転を
停止させる。
【００２４】次いで、制御器２８はカフ１２の減圧を制
御した状態で開始し、カフ内の圧力を周期的に測定す
る。本発明の好ましい実施の形態では、制御器はカフを
一連のステップで徐々に減圧する。その各ステップでの
公称圧力を本明細書で「減圧ステップ圧力」と呼ぶ。
【００２５】各ステップでの瞬時圧力は常に減圧ステッ
プ圧力に等しいとは限らず、患者の血管を通る血液の脈
動によってカフ１２にかかる力により僅かに振動する。
各ステップで複数の圧力測定値を取得して、それらの圧
力振動を測定する。この時に、制御器２８はマルチプレ
クサ２７に信号を印加し、マルチプレクサ２７は増幅器
２６からの出力を制御器のアナログ入力２９に接続する
ように応動する。従って、制御器はカフ１２内の減圧ス
テップ圧力を中心とする血圧の振動に対応する信号を受
け取る。この信号は制御器の回路によってディジタル化
され、信号サンプルがメモリに振動圧力測定値として記
憶される。所定の数のこのような測定値が取得された
後、カフは次の減圧ステップ圧力に減圧されて、別の一
組の測定値が取得される。
【００２６】カフ１２の圧力を完全に解放したとき、制
御器２８は複数の圧力振動測定値の解析を開始し、通常
の手法を用いて患者の平均動脈血圧、収縮期血圧及び拡
張期血圧を決定する。これらの値の各々が対応する閾値
と比較される。それらの閾値のうちの１つを超えたと
き、警報状態が存在する。その場合、制御器２８は再生
指令とメッセージのアドレスとをオーディオ処理装置３
６へ送る。オーディオ処理装置３６これらの信号に応答
して、内部メモリ３７内の対応するディジタル化された
音声メッセージを呼び出して、そのデータを用いてオー
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ディオ信号を拡声器４０へ送る。
【００２７】以上の説明は主として本発明の好ましい実
施形態を対象としている。本発明の範囲内の様々な代替
例に幾分か注目したが、当業者には本発明の実施形態の
説明から明らかである他の代替例を実現し得ると思料さ
れる。従って、本発明の範囲は特許請求の範囲の記載か
ら決定されるべきであり、上記の説明によって制限され
るべきではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】患者の血圧を監視するための装置のブロック図
である。
【図２】各メッセージに関連した警報状態の生起時に発
すべき音声メッセージを持つ装置を構成設定するための
処理の流れ図である。
【符号の説明】
１０  自動血圧モニタ
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１２  膨張可能なカフ
１４  腕
１６  ポンプ
１８  可撓性の第１の管
２０  電動減圧弁
２２  可撓性の第２の管
２６  増幅器
２７  マルチプレクサ
３０  アンド・ゲート
３１  オペレータ・インターフェース
３２  制御パネル
３３  表示装置
３４  超過圧力スイッチ
３８  マイクロホン
４０  拡声器

【図１】
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【図２】

  
─────────────────────────────────────────────────────
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(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ａ６１Ｂ   5/145                                      Ａ６１Ｂ   5/02                 Ｆ    
   Ｇ０８Ｂ  23/00         ５３０                                   5/14           ３１０      
             25/00         ５２０                                   5/04           ３１４Ｓ    
                                                                                   ３２４      
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